
「ノリ」って何? 
 二学期もいよいよ後半戦。合唱祭の取り組みも始まり、三年

生は二回目の教達検に向けて学習にも力が入っているところで

しょうか。さて今回は、みんなが何となく使っている「ノリ」とい

う言葉について。 

 右の写真は、あちこちで紹介されていたので知っている人も 

多いでしょう。近年日本にも仮装行列?として広まりつつあるハ

ロウィンですが、渋谷にはあちこちから仮装した人が集合し、

大暴れして逮捕者も出たということが起きています。特に今年

は、渋谷区長が事前にマナーを守ってほしいと呼びかけたりし

て注目を集めました。みなさんはこの出来事をどう感じたでし

ょうか？                              ハフポストより 

大抵は暴れていた人たちに「嫌だなー」と思ったのではないでしょうか。ただ気付いて

ほしいのは、軽トラを横転させた人も、看板を蹴飛ばして破壊してしまった人も、「全員が

普段から人のものを壊したりしている人」というわけではないところです。暴走族が道路を占拠

し、一般の人が通れなくなるということがあります。でもこうした暴走行為を起こす少年

が、普段はまともに働いていることも特別なことではありません。つまり「ノリ」なので

す。たくさんの人が集まって同じ行動をとると誰しも「自分」と「みんな」との境目があ

いまいになってしまうような感覚になります。大きな渦の中にあると、みんなとの一体感

から、普段はとてもできないようなことが簡単にできてしまうことがあります。おとなし

い子が、アイドルのコンサートで絶叫しているのと同じです。 

では「ノリ」というのは悪いものなのでしょうか。総体や新人戦でのチームの一体感、

学園祭での盛り上がりや、合唱祭のクラス合唱を歌い終わった後など「ノリ」は、君たち

に大きな満足感を与えてくれるのではないでしょうか。「ノリ」がなければ普段の生活もず

いぶん味気ないものになりますね。ではどうしたらいいのでしょう？ 

 大切なのは、ちょっと難しい言葉で「メタ認知」と言いますが、自分自身を客観的にみられ

るようになることです。どんな時も心の片隅に、今の自分を遠くから見る自分がいるかどうかと

いうことなのです。心の片隅にもう一人の自分がいたとき、後で失敗しない生き方ができます。そ

れが、「ノリ」とうまく付き合う方法なのです。どうでしょうか。 

 ちなみに、渋谷でも明け方、人の分までゴミ拾いをしてくれた若者たちもいました。 
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 いよいよ防寒着を用意する季節となりました。防寒着は解禁日は特にありませんので必

要な生徒は、下に示した通りの本校のルールにのっとって着用してください。コートかウ

ィンドブレーカーが基本となります。マフラーや手袋のなどについても、下記の要領で、「入

試に着用することができる」ものにしてください。 

 また、あくまで防寒着は寒さをしのぐものである以上、制服や学校のジャージの代わり

となるものではありません。 

☆男女とも 

 ・冬服着用時に限り、コートまたはウィンドブレーカーとし、指定は設けない。但し、
色は黒･紺･グレーなど派手でないものとし、登下校･部活動時並びに外清掃時のみ認    
める。（部活動でそろえたものも可） 

☆制服や体育着の下にセーターやトレーナー（黒･紺･白･グレー）を着用してもよいが制服
から外に出ることのないようにする。 

☆手袋・マフラー・帽子を使用する場合は、登下校時のみとする。 

☆膝掛けは、膝にかけて使用する。これ以外は認めない。 

 

 

デジタルタトゥーという言葉を知っているでしょうか。タトゥーとは入れ墨のことです

が、入れ墨がいったん入れたら消すことができなくなるのと同じで、インターネットに上げら

れた画像などが、無数にコピーされ消すことができなくなることを指します。君たちがインスタ

グラム、ユーチューブ、ティックトックなどに掲載した、されたあるいはラインなどで上

げた画像は、君たちの意思に関係なく無限にコピーされる危

険があります。以前にも書きましたが、女の子が自分の体を

写した画像を誰かに送った場合は、無限にコピーされ、何

年・何十年たってもどこかから現れたりすることがあります。

さらにはこうした画像を「送れ」といった相手だけでなく、

画像を送った側も児童ポルノ防止法違反で検挙されること

にもなります。 

インターネットに掲載するということは、たとえグループ

内と考えても、上げた画像が無限にコピーされる恐れがある       青森県警 HPより 

ことを忘れてはいけません。それはもはや「入れ墨」と一緒なのです。 

 

 

 保護者の皆様にもお願いしていますが、軽い気持ちで本校生や学校行事などの動画や画

像を撮影し、掲載することはやめてください。四月にお聞きしたように、生徒の誰でも撮

影していいわけでも、掲載していいわけでもありません。もし掲載した画像に「写してもら

いたくない」人が写りこんでいた場合、大きなトラブルとなることがあります。また、削除要請があ

った場合は、学校では処理できないため、本人と家族で対応してもらうことになります。

くれぐれも注意をしてほしいと思います。 


